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国民医療費と泌尿器科疾患に対する公費負担の現況

大阪府衛生部保健予防課(課 長:高 杉 豊)
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             Yutaka TAKASUGI 
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              (Chief: Y. Takasugi)

   Several problems involved in the medical care system in Japan were discussed with emphasis 
on urological diseases. Costs for the treatment of renal insufficiency are increasing. Financial sup-

port by the national government is available for some of the patients under 18 years of age, i.e., 
those with undescended testis, vesicoureteral reflux and hypospadias. 
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緒 言

1986年度の国民総医療費は17兆 円を越えることが確

実視されている,1959年 国民皆保険制度の導入とその

後の保険医療給付の引き上げや国庫あるいは地方自治

体の負担の増額により,現 在わが国における医療保険

制度は世界の トップクラスにあるといわれている.し

かしながら,オ イルショック以降の経済成長の長期低

迷は,国 民生活に大きな影響を与えようとしている.

さらに毎年の医療費の増大は,今 後の高齢化の進展と

ともに,国 民への負担増を招きかねない.こ のため,

国においては,こ の保険制度を堅持するために,制 度

の改革や老人健康保険法の改正を始め種々の施策を打

ち出している.本 稿においては,こ のほど厚生省統計

情報部1)よ り発表された1984年 度国民医療費の推計結

果について分析を行なうとともに,泌 尿器科疾患に対

する公費負担の現状 と,保 健医療の今後のあり方につ

いて述べてみたい.

1.国 民医療費の動向

(1)総 医療費の推移(Table1)

1984年 度の総医療費は,15兆932億 円 となっている.

これは1965年 度 のi兆1,224億 円に比べ13.4倍 であり,

1975年 度の6兆4,779億 円に比べ,2。3倍 となっている

が,1983年 度 の14兆5,438億 円に比べると3.8%の 増加

にとどまっている.こ れは1983年 よ り導入された健保

本人の1割負担の影響と思われる.こ れを国民1人 あた

りの医療費に換算してみると,1984年 度は年間125.50

円 となっている.ま た総医療費を国民総生産と比ぺて

みると,こ こ5～6年 はほとんど変わらず4.86～5.12%

を占めてお り,対 国民所得と比べてみても,こ こ数年

は6.3%前 後で推移 している,し かしながら1986年 度

の厚生白書2)に よれば,1985年 度に入って医療費は再

び増加傾向を強め,保 険医療費は16兆 円を越え,対 前

年増加率は6.6%と なったと報告されている.

(2)財 源別国民医療費(Table2)

1984年 度国民医療費15兆932億 円を財源別にみると,

保険料は8兆1,012億 円(53.7%)で あ り公費は5兆

2,017億 円で34.5%を 占めている.

(3)負 担区分別国民医療費(Table3)

医療費を負担者別にみてみると,保 険者などの負担

がいちばん大きく8兆5,828億 円で全体の56.9%を 占

め,つ いで老人保健制度分の3兆5,889億 円で23.8%

を占め,公 費負担制度に よる ものは,1兆1,723億 円

で7.8%0を 占めている.ま た患者負担分はi兆7,492億

円で,全 体の11.6%と なっている.さ らにこの医療費

の対前年増加額でいちばん大きかったものは,老 人保

健制度分の2,990億 円で,つ いで患者負担分の1,716億

円であり,それぞれの増加率は,9.1,10.9%と なっ

ており,こ れらはどちらも患者の自己負担制度の導入

により増えたものである.
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国民医療費 ・国民1人 あたり医療費 ・対国

民総生産 ・対国民所得割合の年次推移

国民医療費 国民1人
あ た り
医 療 費
(千円)

国民医療費の創合

総 数 増加率
(億円)(%)

対 対
国民総生産 国民所得
(%)(%)

1954年 度

1955

1960

1965

1970

1971

1975

1976

1977

7978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

2,152

2,388

4,095

11,224

24,962

27,250

64,779

76,684

85,686

100,042

109,510

us,sos

128,709

138,659

145,438

150,932

ii.0

13.0

19.5

zo.i

9.2

20.4

18.4

11.7

16.8

9.5

9.4

7.4

7.7

4.9

3.8

2.4

2.7

4.4

11.4

24.1

25.9

57.9

67.8

75.1

86.9

94.3

102.3

109.2

116.8

121.7

izs.s

2.75

z.ss

2.53

3.34

3.32

3.29

4.26

4.48

4.51

4.79

4.86

4.89

4.96

5.09

5.12

4.98

3.26

3.27

3.09

4.25

4.09

4.13

5.22

5.46

5.50

5.82

s.oi

s.oi

s.ia

6.39

6.38

6.30

`注)国 民1入 当たり医療費を算出するために用いた人口は、
総務庁続計局椎計によるio月且日人口である.

(4)年 齢階級別一般診療医療費(T・bl・4)

1984年 度における搬 診療医療費(歯 科,薬 局調剤

医療費を除いた ものは13兆1,927億 円 となってお り・

入院と入院外 とは,だ いたい半々となっている.こ れ

を年齢別にみると,年 々区分が高くなる程医療費も高

くなっており,65歳 以上では4兆7,102億 円で,全 体

の35.7%を 占めている.そ の中でも70歳 以上は,3兆

6,560億 円 となっている.対 前年度比でみても高齢者

になるほど増加率は高 くなっているが,15歳 か ら40歳

Table2.財 源別国民医療費推計額 ・百分率

1984年 度

推計額 百分率
(億円)(%)

国 民 医 療 費150,932

公 費52,017

国 庫43,163

地 方8,854

保 険 料81,012

そ の 他17,904

(再 掲 》患 者 負 担17,492

ioo.o

34.5

zs.s

5.9

53.7

ii.s

u.s

Table3.負 担 区分別国民医療費推計額 ・百分率,前 年度との比較

1984年 度 対 前 年 度

増 加 額

推計額 百分率
(億円)(%)

推計額 寄与率 増加率
(億円)(%)(%)

国 民 医 療 費

公費負担制度負担分

保 険 者等負担分

医 療 保 険

被用者保険

被 保険者

被 扶養者

国民健康保険

そ の 他

老人保険制度負担分

患 者 負 担 分

150,932

11,724

85,828

82,547

53,223

32,146

21,077

29,325

3,280

35,889

17,492

100.0

7.8

56.9

54.7

35.3

21.3

14.0

19.4

z.z

23.8

11.6

5,494100.0

2444.4

545

460

9.9

8.4

3.8

2.1

o.s

0.6

△1,240△22.6△2.3

02,028×36.905.9

78814.33.9

1,701

84

2,990

1,716

31.0

1.5

54.4

s1.z

6.2

2.6

9.]

io.s

Table4,年 齢階級別一般診療医療費推計額 ・百分率,

前年度との比較

1984年 度 対 前 年 度

増 加 額

推計額 百分率
(億円)(%) 欝 鷺罫

増加率(
%)

一般診 療医療 費

0-14歳

15-44歳

45-64歳

65歳 以 上

(再掲)70歳 以上

131,927

10,682

31,756

42,387

47,102

36,560

ioo.0

8.1

24.1

32.1

35.7

27.7

4,937

366

D594

1,755

3,410

3,308

100.0

7.4

×12.0

35.5

69.1

67。0

3.9

3.5

×1.8

4.3

7.8

9.9
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まで の青壮 年 層 は,逆 に1.8%の 減 少 とな って い る.

(5)年 齢 階 級 別1人 あ た り医 療 費(Table5)

一 般 医療 費 を年 齢 階 級 別1人 あ た りでみ て み る と,

1984年 度 で は平 均109,700円 で あ る.こ の医 療 費 は,

年 齢 とと もに増 加 し,65歳 以 上 で は394,000円 とな り,

70歳 以上 で は461,400円 とな って お り,15～44歳 まで

の59,100円 に比 べ,7.8倍 とな って い る.

(6)傷病 大分 類 別 一 般 診 療 医 療 費(Table6)
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Table5.年 齢階級別1人 あた り一般診療医療費

推計額 対前年度

(千円)増 加率%
一般 診療医療費

0～14歳

15～44歳

45～64歳

65歳 以 上

(再掲)70歳 以上

109.73.2

40.35.1

59.102.4

151.32.3

394畳05,2

461.45.5

Table6. 上位5傷 病別一般診療医療費推計額 ・

百分率,前 年度との比較

1984年 度 対 前 年 度

講 欄 欝 轡 轡
増 加 額

一般診療医療費

循環系の疾患

消化系の疾患

呼吸系の疾患

新 生 物

泌尿生殖系
の 疾 患

131,927

29,812

16,373

12,357

11,665

9,638

100.O

zz.s

12.4

9.4

8.8

7.3

4,937

858

D123

1,023

394

ioo.0

17.4

△2.5

20.7

8.0

3.9

3.0

DO.7

9.0

3.5

1,22824.914 .6

傷病大分類別でみると,最 大の疾病は循環系の疾患

で2兆9,812億,つ いで消化系の疾患,呼 吸系の疾患

の順となっている.泌 尿生殖系の疾患は第5位 となっ

ており,9,638億 円と占めている.ま た対前年増加率

のいちばん高いのは泌尿生殖系であり14.6%と な って

いる.こ の泌尿生殖系の疾患のうち,腎 炎,ネ フロー

ゼおよび腎不全関係の医療費は約6割 を占めてお り,

他の4AOが 泌尿器科関係の医療費である,

2.医 療費公費負担制度(Table7)

公費負担制度は,大 別して法令に基づくものと,要

綱に基づくものとがある.前 者には,生 活困窮者に対

する生活保護法による医療給付や防疫的観点か ら,結

核,伝 染病,性 病,癩 などに対 して行な うもののほか,精

神衛生法や,児 童の健全育成をめざす母子保健法 ・児

童福祉法,身 体障害者福祉法に基づく育成医療や更生

医療などの給付がある.ま た後者には,研 究 目的で行

なわれている小児慢性特定疾患や特定疾患治療研究Y`

基づく医療給付や重度障害者に対す る育成医療給付が

ある.泌 尿器科疾患に対する公費負担は,こ れらの う

ち主 として身体障害児童育成医療と小児慢性特定疾患

医療および透析が含まれる更生医Y=よ り行なわれて

いる.

(1)育 成医療給付

この医療給付の対象者は18歳 末満で手術o`よ り将来

生活能力を得る見込みのある者(平 た くいえば手術に

より治るもの)で あ り,こ れに該当する泌尿器科疾患

Table7.医 療 費公費負担事業

法令に基くもの

1

z

3

4

5

6

7

8

9

生活保護法に基 く医療

結 核 医 療

精 神 医 療

身体障害児育成医療

末 熟 児 養 育 医 療

性 病 ハ ンセ ン病

伝 染 病

更 生 医 療

そ の 他

要綱に基くもの

1特 定 疾 患 医 療

2重 度障害児童育成医療

をTable8に 示 した.大 阪市を除 く大阪府下の承認

件数は60年 度で345人 となってお り,こ のうち停留睾

丸がいちばん多く187人 で,つ いで膀胱尿管逆流,尿

道下裂,包 茎などとなっている,こ の数は承認件数で

あるが,だ いたい1985年 度の手術件数に一致する.大

阪市を含めると大阪府で約470人,全 国で約5,100人 が

承認者数 と推定される.

(2)小 児慢性特定疾患医療給付

この医療給付の対象者も18歳未満であるが大阪府で

は20歳 まで年齢延長を行なっている,こ のうち泌尿器

科と関連する疾患をTable9に 示 したが,大 阪市を

除 く大阪府下の承認件数は,1985年 度で972人 となっ

ている(継 続承認者を含む).こ れ らの疾患を大別す

ると,腫 瘍,慢 性腎疾患,内 分泌疾患V=分 け られ る
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が,こ れらの うち腎孟腎炎が最も多くついで水腎症と

なってい る.全 国の泌尿器科関係の給付実人員は約

4,700人 と推定される.

3.こ れからの保健医療制策

今まで述ぺた指標からも,医 療費の増加は今後とも

続 くと思われるが,こ の増加のおもな要因は,高 齢老

医療費の増大,医 療内容の高度化,医 療供給サービス

能力の拡充といわれ ている3).確 かに高齢化は急速に

進んでお り,60年 には65歳 以上の人口は全体の約10・3

%で あったが,75年 には16.3%,85年Y`は20.0%を 占

めると推計されている2>.老 年人 口の増加は逆に生産

年齢人 口の減少を意味 しているのであるから,昨 今の

低成長経済下では,従 来以上に医療費の適正化ととも

に給付と負担の公平が求められよう.ま た多様化し増

大する国民の医療ニーズに応えるためには,限 られた

資源をいかに効率的に活用し,良 質な医療を安定的に

供給するかが重要である.こ のため医療法の一部が改

正され,地 域医療計画 も策定されようとしている.さ

らには,高 齢化に伴 う疾病構造の変化から,日 常的健

Table8.育 成 医療承認件数

疾患名 度1985疾 患名

副 腎 過 形 成0

副 腎 腫 瘍0

後 腹 膜 奇 形 腫1

腎 発 育 不 全0

低 形 成 腎0

腎 嚢 腫1

ウ イルム ス腫 癌1

水 腎 症10

腎孟尿管移行部狭窄0

巨 大 尿 管 症2

尿 管 狭 窄2

完 全 重 複 尿 管0

尿管膀胱移行部狭窄0

務 胱 尿 管逆流症36

尿 管 瘤2

尿 管 異 所 開 ロ0

尿 膜 管 遺 残0

膀 胱 憩 室1

神 経 因 性 膀 胱0

膀 胱 頚部硬化 症0

尿 道 憩 室1

年 度

尿 道 狭 窄

尿 道 上 裂

尿 道 下 裂

尿 道 リン グ狭 窄

外 尿 道 ロ 狭 窄

尿 道 腫 瘍

睾 丸 発 育 不 全

遊 走 睾 丸

停 留 睾 丸

睾 丸 捻 転 症

睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 炎

精 索 水 瘤

精 索 静 脈 瘤

陰 嚢 水 瘤

半 陰 陽

埋 没 陰

曲 陰 茎

包 茎

1985

2

1

32

0

0

0

0

i

187

1

0

0

7

3

20

3

0

0

31

合 計345

大阪府(大 阪市を除⇔

Tablc9.小 児慢性特定疾患病別承認状況表

ウ ィ ル ム ス 腫 瘍29

神 経 芽 細 胞 腫41

睾 丸 腫 瘍17

精 上 皮 腫1

腎 結 石 性漫 性 腎 炎7

神経因性膀胱性慢性腎炎61

腎 性 尿 崩 症7

嚢 縮 腎12

膿 腎 症0

腎 周 囲 組 織 膿 瘍1

水 腎 症96

腎 嚢 胞11

慢 性 腎 孟 腎 炎617

腎 動 脈 狭 窄 症5

腎 静 脈 血 栓 症5

腎 動 静 脈 痩0

多 発 性 嚢 胞 腎1

副 腎性 器症候群38

ア ジ ソ ン 病7

ク ッ シ ン グ 病9

クローム親和細胞腫0

副 腎女性化症候群0

性 早 熟 症4

睾 丸機能 充進 症0

睾 丸 女 性 化 症2

上皮小体機能n進 症1

合 計972

大阪府(大 阪市を除 く。〕

康管理,健 康教育,健 康増進,疾 病予防,早 期発見,

早期治療といった一貫 した包括的保健医療サービスの

システム化が急務となってくると思われる,

21世紀を健康で安定 して過ごせ る社会にす るた め

に,将 来に向かって方向性にあやまりのない施策の展

開が今ほど求められている時はない.
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